
第７回RFP　広域未踏峰探査技術／アイデア型

超小型元素分析モジュールの開発
機関名：

プロジェクト概要

2022年1月～ 2023年1月

【目的】 【成果】

　宇宙・天体上・地上で現地分析可能な手のひらサ
イズのX線元素分析システムを開発・評価すること
で、含有元素に関する新たな知見の回収を低コスト
で実現することを目的とする。
　地上利用では、各種工場ライン中で連続的な元素
分析可能なシステムへの利用を想定して製造される
製品の品質向上に貢献する。またドローンや小型車
両上での自動分析を想定し、接近困難な高所/危険領
域等での分析を実現する。 

　小型検出器の研究開発を目的として、小型信号処理
基板の研究開発を行う。これに必要な、通信方式の検
討、必要機能の洗い出し、部品の選定、基板設計製作
行う。さらに小型検出器に搭載するＸ線源の選定と、
検出器筐体の具体化を行い、小型ローバー搭載性の検
討と評価を行う。これらを用いて、月面環境で通用す
る安定性を評価する。
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抗菌処理とバクテリア細胞生死判定法のスキーム

抗菌剤ミスト暴露装置の模式図
生死判定法の違いによる抗菌評価への影響
（乾燥による大腸菌細胞死滅の場合）

コロニーカウント法での細胞死滅が他の方法よりも
顕著に高く評価される。

第７回RFP　広域未踏峰探査技術／アイデア型

無菌化およびバイオシグニチャー物質の除去を目途とした探査機の高度洗浄技術
機関名：

プロジェクト概要

2022年1月～ 2022年12月

【目的】 【成果】

　探査機における無菌化や清浄化は、生物を含む地
球内物質による地球外環境汚染を未然に防ぐだけで
はなく、宇宙環境で行われる研究の “質の保証” に
もつながる非常に重要な課題である。米国のバイキ
ング計画（1970年代）で実施された乾熱滅菌処理が
ゴールドスタンダード化されているものの、この方
法ではバイオシグニチャー（生物痕跡）の除去は見
込めない。このため、バイオシグニチャー除去を含
めた無菌化清浄を行うには、殺菌処理後の残留物に
ついても分解・洗浄する工程を開発する必要がある。
本研究では、既存の殺菌・洗浄技術における乾燥細
菌細胞における処理評価を行うため、まずはその評
価法を確立するとともに、これらにファインバブル
水技術を導入し、探査船における無菌化や清浄化技
術の向上とその処理成績のバリデーション手法の確
立を目指す。

　一般に、細菌の生死判定評価には、コロニーカウン
ト法が用いられるが、その評価法は煩雑で、細胞種・
細胞の状態によっては必ずしも正確に評価できない場
合があることが知られている。ここでは、特に生死判
定評価が困難とされる乾燥細菌細胞および細菌が形成
する芽胞の生死判定の評価法を構築する。生死判定法
としては、蛍光染色法およびマイクロコロニー法を用
いる。
　上記で構築された生死判定評価法を用い、次亜塩素
酸水およびそのミスト、オゾン水およびそのミストの
殺菌・抗菌効果を評価するとともに、殺菌・抗菌剤を
含むファインバブル水による殺菌、および、バイオシ
グニチャーを含む洗浄効果を評価する。これらを統合
的に比較解析することで、探査機の無菌化と清浄化技
術の向上を実現する。
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